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"MyKinsman,MajorMolineux"とHawthorneの｢行列｣への関心

小 田 敦 子

要旨 ｢私にとって,生命は祭りか葬式かの行列の形で表される｣とHawthorneは言う.｢行

列｣はHawthorneの作品に繰り返し現われるモチーフである.1850年代の長篇においても,

Hawthorneの心理的ロマンスの山場である,深層意識の啓示の瞬間に｢行列｣が現われる.現

実のものと想像とが入り混じるロマンスの｢中間地帯｣において,NewEnglandの歴史に取

材した｢政治的な行列｣は想像上の｢意識の流れ｣の比喩としての行列と混じりあう.その

時｢行列｣は,ノヴェルではなくロマンスを書くと言ったHawthorneの問題意識や感覚を

よく象徴する表現であることを明らかにする.1850年代の作品から読み返してみると,すで

に1832年の"MyKinsman,MajorMolineux"にこのような｢行列｣の表現を認めることがで

きる.

｢不吉な感情がしばしば行列にはつきまとう｣とEudoraWeltyは言う.そしてその例証

として"MyKinsman,MajorMolineux"をあげる.行列には何かが隠されているという不吉

な感覚は,主人公Robinが加わりたいと思っていた賑やかな行列が,実は彼が頼るMajor

Molineuxを辱めるものであることを知るという物語の展開からも明らかだ.さらに,ロマ

ンス表現としての｢行列｣はこの不吉な感情を,疎外感や孤独等人間の生命の問題として呈

示する.｢行列｣というモチーフを通して読むと,"My Kinsman,Major Molineux"は

Hawthorneの創作の方法へのイニシュイションの物語になっている.

"MyKinsman,MajorMolineux"は最初1832年に雑誌に発表されたHawthorneのもっとも

初期の作品のひとつであるが,Hawthorne自身の短篇集に収められるのは1851年,TheScar-

JgJ⊥g抽γ,T九β肋ル5g〆〃陀SgγどれGαわJβ∫に続いて出版された彼の最後の短篇集,TんgS彿〟-

Imageにおいてである.TheSnow-Imageの序文でHawthorneは,｢若い時に,人は本当に知り

本当に感じている以上に賢明なものを書き,残りの生涯でその若い時の英知を悟り,確信し

ていくものかもしれない.昔,空想でしかなかった真実が,以後,知性と心の実体になった

ということかもしれない｣と言っている.(1)Hawthorneの作品に昼繰り返し同じテーマやモ

チーフが現われる.このことは,若い頃に空想を刺激されたテーマやモチーフをHawthorne

が執拗に追求していった過程を示しているが,そのようにHawthorneの関心をひきつけた

モチーフの一つに,｢行列｣"procession"がある.

"MyKinsman,MajorMolineux"は,タールと羽を塗られたMajorMolineuxを引き回す

リンチの行列が強い印象を与える作品である.T九どぶ彿〟一九αgどの前に出版された前出の二

つの長篇においても,行列が登場する場面はHawthorneの心理的ロマンスの山場といえる

ところ,つまり,深層意識が現われ,疎外感や孤独等,不安な意識をかかえた人間の生命の

有り様の隠れていた姿が明かされる場になっている.結局,Hawthorneの関心は｢行列｣と

いうモチーフが持つロマンス表現としての可能性にある.この三つの作品は何れもNewEng-

landの歴史風俗に取材し,前者は独立革命前の｢政治上の行列｣"politicalprocession"を,

後者のうちTheScarletL,etterは植民地時代の,TheHouseQftheSevenGablesはHawthorneの

同時代の,それぞれ｢政治上の行列｣を取り上げている.｢行列｣はHawthorneの他の短篇,
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例えば,1835年には"TheHaunted Mind","TheGrayChampion",1838年には"Howe's

Masquerade",1843年には"TheProcessionofLife"等に繰り返し現われる.これらの短篇

のそれぞれでHawthorneの関心は,｢行列｣の大きく分けて二つの面のどちらかに向けられ

る.一つは,NewEnglandの歴史物語に当然出てくるであろう儀式の一種である｢政治上の

行列｣としての側面,もう一つは,行列の動きにみられる｢意識の流れ｣の比喩としての側

面である.長編では,｢政治上の儀式｣と｢意識の流れ｣という二つの側面を結びつけるこ

とで,｢行列｣はHawthorne的な深層心理の領域に関わるロマンスの表現を獲得するが,こ

れは,歴史的事実としての行列を,前出のT九g∫れ〟イ肌αgどの序文の言葉を借りれば,｢空想｣

の中の行列という独自の次元に変換したところに,起源を発する表現である.ロマンス表現

としての行列の起源は,すでに1832年の"MyKinsman,MajorMolineux"に認められる.

"MyKinsman,MajorMolineux"の舞台であるボストンの街は終始｢月の光｣に満たさ

れている.｢月の光｣もまた幾つもの作品に繰り返し現われ,T九どぶcαγJg土工e抽γの序文のロマ

ンス論の要になるモチーフだが,"MyKinsman,MajorMolineux"の｢月の光｣も見慣れた

ものに見知らぬ美しさを生み出し,現実のものと想像とがいりまじる｢中間地帯｣"neutral

territory"を現出させる.その｢中間地帯｣の中におかれた行列は現実の｢政治上の儀式｣

であるとともに想像上の｢意識の流れ｣でもあるのだ.月の光に照されたボストンの街を親

戚を尋ね歩いたRobinの物語は,物語の全体がロマンスの啓示の瞬間をクローズ･アップす

るように,終始一貫して行列が物語の仕組みを支えている.

"MyKinsman,MajorMolineux"の"politicalprocession"はリンチの行列ではあるが,

この物語の歴史的な枠組みからしても,古い権力を倒してアメリカの独立の気運を鼓舞する

点で,勝利の凱旋のような祭りの行列と考えられる.短篇"TheProcessionofLife"の目頭

で,作者は｢私にとって,生命は祭りか葬式かの行列の形で表される｣と述べている.(2)

Hawthorneが祭りの行列で思い浮かべるのは"politicalprocession''だが,例えば,戦争の

勝利の凱旋にしろ,葬式にしろ,共に古代から運命共同体がまもってきた習慣である.政治

的な行列はそれを構成する多数の人々が示す堂々たる威厳によって,共同体の安定と結束を

誇示し,それに支えられた人々の生活と生命の価値を訴え,葬列は死という共通の運命によ

って,人々の連体感に訴える.Hawthorneにとって行列が生命の比喩として重要なのは,そ

れが｢人々を結びつける杵｣を具現するものであるから,人の生命を共同体内の他の人々と

の関係の中にあるものとして呈示するものであるからだ.

まず,ボストンの街と田舎から出てきたRobinとの対立は,物語の上では終始一貫して,

"politicalprocession"とそれに加わっていないRobinという形で呈示されている.Robin

がMajorMolineuxの住まいを尋ねては笑い者にされていた間にも,行列が作られつつあっ

たことは,Robinが何かわからないままに感知していたタールの匂いや,グロテスクな仮装

をした男たち,二度Robinに話しかけられた理解できない隠語めいた言葉等によって暗示さ

れる.余所者であり,倒された旧権力者の親戚であるRobinは,当然,共同体を表す行列に

入る者ではありえない.しかし,Hawthorneの生命のヴィジョンは,人は他の人々とのつな

がりのなかで生きるというものであるから,Robinが最初,MajorMolineuxを頼に共同体の

中に迎え入れられ,生きていこうと考えていたことは,誇らしげにMajorMolineuxの名を

口にしていた様子からわかる.行列の中に入っていないRobinは,それ故,｢彼の故郷の最

も深い森のなかでも感じたことのない激しい孤独の感情｣(p.222)に打たれることになる.
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この時,Robinは彼が頼んでいた現実を代表するMajorMolineuxの死を想像する.墓地に

象徴される死の世界が立ち現われ,それまでの世界が崩壊して彼の生存が脅かされることを,

Robinは全ての関係を断たれた孤独感と感じる.そして,通りの角から行列の陽気そうな笑

い声や騒音が聞こえてきた時,それに加わろうとするのは,人々の中で生きようとする

Robinの自然な反応といえよう.

生命は関係の中にあると考えるHawthorneの作品のテーマが,孤独であり疎外感である

こと,TheScarletLetterのHesterやTheHouseQftheSevenGablesのClifford等,行列の中

に入れず外からそれを見ている主人物を設定すること.これらは,"TheProcessionofLife"

において,人々を行列に集めるものは何であるべきか,｢もっと本当に人を結びつける杵｣

"amorerealbondofunion"を求めて,行列の指揮官の方針を検証していったHawthorne

の問題意識の発展した形と考えられる.TheScarletIJetterの中の"TheProcession"と題さ

れた章は,HesterとDimmesdaleが共同体の外,森の中で確かめあった二人の結びつきが壊

れていく様を,次のように,共同体に保証された生命を代表する行列に絡ませて描いている.

How deeply had they known each other then!And was this the man?She hardly knew him

now!月々刑彿五彿g♪伽d妙如ぶf.g乃γgJ呼gd,α∫ifwg柁,i乃伽わcん肌ル∫五c,扇f九〃陀♪mcどぶぶ加of刑可g5-

れα乃dγβ彿gmわJeル〃柁γざ;んg,ざ0視れα打α五〃αわJgi循ん五ざ∽0γJd抄♪0ざifわ抑,αれd5古川刑0柁ざOi〃fんα一々γ

vistaQFhisunsymPathizingthmLghts,throughwhichshenowbeheldhim!Herspiritsankwith

theidea that allmust have been a delusion,and that,Vividly as she had dreamedit,there

｡州Jdわg彿｡γぞα川㈹d損血‖んgcJg咋ツ刑α抑α乃dんg相対.(239-40)(3)

犯罪者であるHesterが,Dimmesdaleを含む植民地の支配層の人々の行列に入れないのは当

然であるが,加わりたいという気持ち,Dimmesdaleと共に生きたいという気持ちはあり,

彼女の目は彼の姿を追う.ところが,Dimmesdaleの方は無関心であり,それはDimmesdale

がHesterと｢共鳴しない思考｣"unsympathizingthought"に夢中になっているためだと考

えて,Hesterは不吉な予感を覚えている.｢選挙の日の説教｣への没頭をはじめとする,こ

のHesterと｢共鳴しない思考｣もまた,上の引用の少し前のところでは,｢荘重な思考の行

列｣"aprocessionofstatelythought"と行列の比喩で呼ばれる.Dimmesdaleが牧師として

指揮する行列は,Hesterが二人の間に認めた二人の生命を結ぶ｢本当の杵｣を罪としては

ねつけ,幻想に変えるものとして働く.行列の内と外とで,いつにない活力で行進する

Dimmesdaleと対照的に,Hesterの気持ちは沈んでいく様子が表されている.

Hawthorneは現実の"politicalprocession"が持つ意義を認めたうえで,そこから疎外さ

れたHesterの想う｢人を結びつける粁｣を呈示するのは,ただ後者を否定するためではな

いであろう.疎外された人物が提起するのは,"POliticalprocession"が生命の本当の杵を全

てありのままに表しているか,という疑問である.EudoraWeltyは自伝One Wわter'sBegin,

ningsの中で,｢行列にはしばしば不吉な感情がつきまとう｣と言っている.(4)weltyはこの
感覚を説明するのに,子供時代サーカスの行列が行進の順路を変更して,ある子供の窓の下

を通ったことでその子を羨んだという話をする.まもなくその子は死んで,彼も彼を羨んだ

Weltyも共に騙されていたという思い,或いは,ハーメルンの笛吹きの話,そして"My

Kinsman,MajorMolineux"をあげて,賑やかで陽気な行列にもまだなにかが隠されている
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と感じる｢不吉な感情｣を説明している.生命の中に潜む死,そのために生命と取り違えら

れる死,この生と死の暖昧性への感受性は,深くHawthorneのものでもある.前出の"The

ProcessionofLife"の目頭の言葉,｢私にとって,生命は祭りか葬式かの行列の形で表される｣

もこの感受性に裏付けられたものと言えよう."MyKinsman,MajorMolineux"の行列につ

きまとう不吉さは,Robinが加わりたいと思っていた行列が,実はMajorMolineuxを辱め

るものであることがわかるというプロットからも明らかであるが,祭りの行列とみえるもの

が葬列でもあるという行列の両義的な性質がロマンス表現としてもつ意味を,前述のT九g

ScarletL.etterの引用でHesterが"politicalprocession"に感じた｢不吉な感情｣を参照して

考えてみたい.

Hesterが見つめる前を行進していくDimmesdaleが及ぼす｢陰欝な影響力｣は,Hesterに

選挙の日という祝日の行列を悪しき運命の行進と思わせる.そのことは先の引用文の続きで

以下のように述べられる.

AndthusmuchofwomanwasthereinHester,thatshecouldscarcelyforglVehim,-1eastof

allnow,WhentheheavyfootstepoftheirapproachingFatemight､beheard,nearer,nearer,

nearer!-forbeingablesocompletelytowithdrawhimselffromtheirmutualworld;Whileshe

gropeddarkly,andstretchedforthhercoldhands,andfoundhimnot.(240)

見知らぬ遠い人となってHesterの目の前を通りすぎていくDimmesdaleの動きに,Hesterは

どんどん近づいてくる運命の足音,この場合それは行列の始まる直前にHesterに知らされ

たChillingworthの妨害工作を指すが,彼女の生命のヴィジョンを打ち砕く運命の足音を聞

いている.ここの表現で注目されるのは,Dimmesdaleが通りすぎていくのは現実の行列の

ことでもあるが,その動きに重ねられた運命の行進はHesterの想像であることだ.行列に

まつわる不吉な感情は,人の意識に潜在する死の運命が引出されることに因る.見ている者

の意識が行列に投映されて,行列の動きが意識の流れを表現している.

ロマンスは人々の｢共通な本性｣に問題を見つけるとHawthorneは言う.｢共通な本性と

いう地下牢｣(5)とも呼んでいるように,Hawthorneにとって,それは人々の｢生命の光景｣"th｡

seeneoflife"(6)からは隠されているが,しかし｢地下｣においては生命を縛り限界を与える
運命のことであり,それがより強力に｢人を結ぶ粁｣として考えられている.したがって,

｢人を結ぶ杵｣を具現する行列とは,いつも潜在的に,人々の無意識にあるものを引出し組

織化するものでありうる.

この点について,"TheHauntedMind"の葬列"afuneraltrain"は,Hawthorneが行列を

意識の流れの比喩として捉えたことの適切さをよく示している.(7)一日の時間の中でロマン

スの｢中間地帯｣といえる時間,つまり日常生活の仕事を離れて眠っているはずの夜中にふ

と目覚めた時に現われた夢想,それをHawthorneは｢誰の心の深みにもある墓と地下牢｣

に隠れていた｢埋葬者或いは囚人｣だと言う.Hawthorneはこの夢想を｢意識のある眠り｣

"conscioussleep"と呼び,表面に現われる陽気な浮かれ騒ぎに隠れた,深層の無意識とし

て,以下のように表現する.

Inanhourlikethis,Whenthemind hasapassivesensibility,butnoactivestrength;When
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theimaglnationis a mir･rOr,impar･ting vividness to a11ideas,Without the power of seleeting

Or COntrOllingthem;then pray that your griefs may slumber,and the brotherhood ofremorse

notbreaktheirchain.Itistoolate!Afuneraltraincomesglidingbyyourbed,inwhich Pas-

Sion and Feeling assume bodily shape,and things of the mind become dim spectres to the

eye.Thereis your earliest sorrow….Next appears a shade of ruinedloveliness….A ster-

nerformsucceeds….See!thosefiendishlineaments….(306-07)

無意識に潜むものは,｢受動的な感性｣"passivesensibility"が感受するもの,つまり,人に

与えられた運命であり,人の運命を悪しく支配する"Fatality"に打たれたことによる様々

な受苦の感情である.この様々な潜在意識が擬人化されて順に立ち現われ,亡霊がすべるよ

うに動いていく葬列の描写は,｢意識の流れ｣の手法といえるものだ.

｢想像力がただ受動的に,そこにある意識を映すだけの鏡になる時｣という言い方を"The

HauntedMind"の語り手はするが,Hawthorneの措く行列は,それを｢受動的に｣見る者の

意識の流れを映しだすものとして呈示される.ロマンスの主人物は｢共通な本性｣の杵を表

わす行列を｢受動的｣に見る役割を負っている.｢受動的に｣,つまり,生命に潜む謎に人が

さらされ,それに打たれる時,それがロマンスの啓示の瞬間であるが,その時,表層の陽気

な浮かれ騒ぎの行列から深層に潜む葬列まで,探さのある流れとして,行列は,そして意識

は,捉えられる必要がある.

TheHouseQf'theSevenGablesでCliffordが飛び込もうとした"politicalprocession"は,

その光景に打たれた｢感じやすい｣"impressibleperson",Cliffordの見たものとして説明さ

れるとき,以下のように,見る者の意識に対応する探さのある流れとして描かれる.

But,On the other hand,if animpr･eSSible person,Standing alone over the brink of one of

theseprocessions,Should beholdit,nOtinitsatoms,butinitsaggregate-aSamigh妙riv-

gγ〆Jゆ,刑仇汀れgわい汀s拓加,α彿d鋸αCた扇班別ツ5feり,α乃d,助f〆ifぶdg卯九∫,Cα〃i乃gfo抽eたi〃d柁d

uMinhim-thenthecoutiguitywouldaddtotheeffeet.(165)(8)

種々雑多な人々の共通の本性を表現する｢一つの生命｣を,｢黒い神秘の深み｣をもった大き

な潮がうねる｢力強い河｣に喩えて,Hawthorneは様々な人々が動いていく行列に具現され

る重層的な｢生命の流れ｣の圧倒的な魅力を強調する.そしてそれは憑かれたように行列に

見入る者の意識の流れる姿の表現にもなっている.

"My Kinsman,Major Molineux"の最後,タールと羽を塗られたMajor Molineuxを

Robinに会わせた後,再び動きだした行列にふれて,Hawthorneは｢生きている流れが彼の

横をうねりながら進む時,Robinは本能的に石柱にしがみついていた｣"thestonepost,tO

whichhehadinstinctivelyclung,Whilelivingstreamrolledbyhim"(230)と言う.行列はそ

の存在をRobinの目の前に現した時,｢生きている流れ｣,或いは,｢人々の力強い流れ｣

"mightystreamofpeople"と生命の流れに喩えられている.Robinの言動を見守っていた

紳士は｢夢を見ているのかね｣と尋ねるが,月の光に照されたボストンの街を親戚を尋ね歩

き,そのような行列を発見したRobinの旅は,行列に表される無意識の世界への旅であった

と云える.なぜなら,行列は,彼が尋ね歩いている間にも作られつつあり,しかし彼はそれ
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に気づいていないものであるから.

行列が作られる過程に付随して起こる,MajorMolineuxの名前に対する人々の沈黙と答

に代わる笑い,そして,｢Robinのような不慣れな耳以外には殆ど聞こえない｣と語り手が言

う街のざわめきを,何かわからないままにRobinは聞いている.何かわからなくとも,それ

らは影響力を持っており,そのためにRobinはそれまでに経験したことのない,前述の死に

連なる激しい孤独を感じる.街のざわめきを聞きつけることから孤独感へ至る経過は,とり

わけ｢月の光｣の効果の中の出来事である点が強調されるところであり,それは即ち,

Robinが無意識の中に自己を発見,拡大していく過程であることを示している.そして,無

意識が意識化される様子を表すのが｢夢が誰かの熱に浮かされた頭から突然吹き出て,目に

見える形を取ったかのような｣(228)行列の場面である.

"MyKinsman,MajorMolineux"の行列は指揮官が二つの顔色を持ち,群衆は各々幾つ

もの声色を持つという具合に,浮かれ騒ぐ人々の活力にあふれる混乱した騒々しい流れは,

｢陽気なのか恐怖なのか｣(228)わからないままに,つまり,生命の両義性の謎を秘めて

Robinに近づいて来る.彼が行列を認識する瞬間は次のように語られる.

A moment more,and theleader thundered a command to halt;the trumpets
vomited a horrid

breath,and held their peace;the shouts andlaughter ofthe people died away,and there re一

肌血痛㈹妙…血反別=冊町触叫川皿通わ血加敗凡離山斬腔風雨'い叩錯堤根=∽祝靴Ⅵ御伽

Cαγf･Tんg柁〃柁わⅣんg5抽zgd伽わわg如g∫ft〃㍑柁〃柁mO㈹ぶん川β州fJtたどd叩,α乃d伽柁,五れねγ-

α循dカα侮りd五gれiれ5αfgんi5肋∫刑αれt几旬0γ肱)㍍れg㍑∬J(228)

この行列は音の喧しさに特徴があるが,Robinはその騒音の底に潜む｢偏在するざわめき,

殆ど静寂と同じもの｣"auniversalhum,nearlyalliedtosilence"を認識する.これは前に

Robinを孤独感へと導いた｢Robinのような不慣れな耳以外には殆ど聞こえない｣街のざわ

めきと同じものである.この｢眠りを誘う音｣に誘われるままのボストンの人々には静寂と

聞こえるものを,余所者Robinの不慣れな耳は,またもう一度,｢偏在するざわめき｣と聞

きつけている.言い換えれば,人々には古い権力の死と新しい権力の誕生をなぞる祝祭の儀

式である行列が,Robinには,その指揮官が戟争の化身であり彼の二色に塗り分けられた顔

は炎と刀とそれらに伴う喪の嘆きの象徴とみえることが暗示するように,個人を襲う死の運

命の行進とみえるのだ.｢偏在するざわめき｣に続いて,月が昼間のように明るく輝く中で,

RobinがMajorMolineuxを認める時,前には想像であった死につながる激しい孤独の実在

が確認される･タールと羽を塗られたMajorMolineuxの姿が象徴する死の運命,Majorと

自分自身を取り囲むFatalityに激しく打たれて,Robinは恐怖と哀れみに満身を貫かれる.

この時のRobinの受動的になった感受性は,彼がその夜間いた床屋からランタン持ちまで

の笑い声を,丁度鏡に映したように時間の順序を逆にして,次々たどることで表されている.

この部分は"theHauntedMind"の行列のような｢意識の流れ｣を示す描写になっており,

順に現われる笑い声を行列に加担していたものとして聞く描写は,Robinの意識が自分の生

命がおかれていた状況を発見しつつある様を表す.それに続いてRobinが発した他の誰より

も大きな笑いは,行列が隠していたものの発見に伴い彼の意識の根源から浮上した,恐怖や

哀れみ等受苦の感情の大きさを語るものだ.Tんg肋保5g〆伽伽Sgγg彿CαわJβぶの中で
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Hawthorneは,｢生命の最悪最低の面｣にふれた時に涙を流すCliffordについて,｢笑いが持

つもっと激しく悲劇的な力｣(9)が欠けていると言うが,Robinの笑いには,ただ受けた衝撃

に対するヒステリックな反応だけではなく,｢もっと激しく深く悲劇的な力｣が潜んでいる

のではないか.それが悲劇的なのは,行列に現われる｢生命の最低最悪の面｣に衝撃を受け

るとしても,それと関係を持たずにはいられないことを認めているからだ.Robinがついに

行列の中に入ったかのように人々の笑いに｢感染して｣"contagion"笑ったと言われる訳は,

そのような人間に共通の本性への認識にあると言えよう.

一度は加わろうとした行列の,人を飲み込む勢いの流れに抗う姿勢を｢本能的に｣とる,

それがRobinが無意識の世界への旅を通して達した結論である.｢本能的に｣とはまず大き

くは,生きようとする本能を指すものであろう.生きようとする本能が｢生きている流れ｣

に抗おうとするのだが,それはRobinが生命から死への移ろい易さ,生と死の暖昧性を発見

したことを示している.行列を囲んで人々が笑っている場で,最後にHawthorneが雲や月

からの視点を仮定して,それを陽気な浮かれ騒ぎと呼ぶのも,行列のすぐ横でRobinが体験

した行列が含む重層性を対照的に際立たせる.Robinの本能は,生命に潜みそれを制限する

ものに抗おうとする.それは即ち,｢共通な本性｣という絆のもつ否定的な面に囚われること

を拒否する姿勢である.そして,これはRobinのもう一つの本能につながる.つまり,余所

者としての本能である.

Robinの自己発見を可能にしたのは,街から疎外されたものの意識の過剰である.共同体

の中で生きることを望みつつ,行列の指揮官の号令の下で動くには目覚めすぎた意識,つま

り,田舎者のRobinが街で知ってしまった根源的な孤独の力が,行列に集められることに対

して,それを渇望する以上に,不信の念を起こさせる.余所者であることは,行列の指揮官

に対する批判の視点を開く.しかし,行列が｢共通な本性｣を組織したものであるからには,

彼は物理的には傍観者であっても,傍観者的な批判者ではありえない.物語の最後で,性急

に田舎へ帰ろうとするRobinが引き止められるのも,Hawthorneが余所者に託した批判の姿

勢を反映するものと思われる.Robinが真に"ashrewdyouth"(231)であるためには,行列

を離れられず,そこに入ることもできない,その世界の中の余所者であることが期待されて

いる.

このような行列に対するRobinの本能,余所者としての姿勢は!殆どHawthorneの作家

としての本能でもあったのではないだろうか."MyKinsman,MajorMolineux"は｢行列｣

というモチーフによって,青年の社会へのinitiationの物語を,余所者としての自己を発見

する意識の物語にする.そして,そのことによって,この最も初期の作品は,Hawthorneが

ノヴェルではなくロマンスを創造する感覚や問題意識へのinitiationの物語となっている.
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"MyKinsman,Major･Mo]ineux"andthe"Procession"MotifofHawthorne

Atsuko ODA

Hawthornesays,"Lifefiguresitselftomeasafestalorfuneralprocession.日 日The

procession"isarecurrentmotifintheworksofHawthorne.Theromance-nOVelswrit-

tenin1850s put"processions"at their mostcriticalscenes,thatis,the revelation-

SCeneS Where the hidden subconsciousness of the protagonist emerges.Seenin HawthT

OrneSque"neutralterritory,"the"actual"politicalprocessionwhichappearsinthe

historyofNew Englandfunctions asthe"imaginary onewhichistheemblemofthe

Stream Of consciousness･Then"the procession"1ike this can present a satisfying ex-

pressionofHawthorne's awarenessofthe problematic as
aromancer.Itisinoneofhis

earliestworks,"MyKinsman,MajorMolineux"(1832),thatwerecognizethefirstex-

ampleofthisexpression.

Eudora Welty says that"an ominous feelingoften attachesitselfto a procession."

She brings
up"My Kinsman,Major Molineux"toexplain theominous feelingthat

SOmethingis stillhiddenin a procession.The mere plotofthe story gives a good ex-

planation:the merry procession Robin wanted toJOln turnSOuttO bethatoflynching

Whose aimistodisgracehisonly reliance,Major Molineux.Furthermorethesubtleex-

pressionof"theprocession"a1lowstheominousfeelingtobedeepenedintothepas-

Sion oflifeitself.

Readthroughtheinterestin"theprocession,"MyKinsman,MajorMolineux"initi_

ates usinto Hawthorne's artofromance.
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